
異分野融合をともにつくっていく仲間を歓迎します！
融合研究の醍醐味
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GTRプログラムの活動の中心である「融合研究」について、魅力や醍醐味を、参画教員や履修生に
インタビューしました。楽しみながら挑戦し、一緒に「融合」をつくっていきましょう。

履修生募集の情報は
WEBまたは学生支援室まで
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2019年11月に、大阪大学の松浦友亮・准教授との共同研究
の成果が、化学分野のトップジャーナルに掲載されました。
リポソームと蛋白質から人工細胞を作成する研究は化学と
生物学が融合した研究テーマです。
今回の成果を化学のフィールドで戦わせようという戦略は
松浦先生の提案で、もし生物系のフィールドだったら、
今回の結果はインパクトの高い成果として受け止められ
なかったかもしれません。松浦先生との議論を通して、融合
研究の良さは色々な視点で物事を見ることができる点だと
実感しました。「視点をずらして見ること」の大切さを学ぶ
ことができたと思います。
先生方と議論して課題が一つずつ解決し、
次の実験、その次の実験と、研究がどんどん
進んでいくのがすごく楽しくて、気がつい
たらいつの間にか 1 年が終わっていました。

工学研究科・一期生　野場 考策

どんな所に「融合研究」の
可能性を感じていますか？

「融合研究」を通じて
学んだことを教えて下さい！QQ

私は昆虫を使った神経科学の研究をしていますが、植物の
ことは専門家ではありません。でも実際の自然界を考えて
みると、昆虫は植物からご飯をもらったり、植物も昆虫を
使って花粉を媒介したりと、それぞれが密接に関係してい
ます。神経科学の分野で、動物の行動を制御する神経機構の
研究というのは分野として確立していますが、ではなぜそう
いった行動をするのかという、行動を進化的に獲得してきた
理由という所までを考えようとすると、例えば植物との
相互作用のような部分も含めて考えないと、理解できない
ことが非常に多いです。昆虫の神経科学をより深く理解して
いくためには、その周りの世界にも視野を広げる必要が
あるということです。
そこで、異分野の専門家からの情報のイン
プットを得て一緒に研究をすることで、
自分たちの専門知識の中になかった新たな
知見が加わり、より深く視野の広い研究が
できると考えています。

理学研究科・教授　上川内 あづさ

人によって「理解した」と思う瞬間は違うと思いますが、
私自身は、色々なことを違う視点から見て、はじめて「分
かった」と思うタイプです。一つのことを深く研究すること
も非常に大切ですが、それに加えて複合的な視点を取り
入れた研究があって初めて真の理解に近づけると思います。
これまでの経験からも、違う分野の人とディスカッション
して異分野の視点を入れた方がより面白い研究になると実感
していますし、その方がやっていて自分も
楽しい。異分野融合の「楽しさ」は、「未知
の世界がまっている」という感じでしょうか。
多分誰も見ていないであろう世界がそこに
あって、冒険したくなるような感じです。

創薬科学研究科・准教授　小坂田 文隆

2013 年に発足したトランスフォーマティブ生命分子研究所 
(ITbM) では、化学と生物学の融合研究に挑戦し、様々な
成果をあげています。私は生物側の研究者の一人として、
立ち上げ時から ITbMに参画しています。
ITbM で化学の研究者と一緒に最初に取り組んだのが、
体内時計の乱れを改善することを目指した研究でした。
体内時計をゆっくり回す分子をもとに、拠点長の伊丹さんの
研究室がパラジウム触媒を使って類縁体をたくさん合成し、
私たちの研究室でその生物活性を調べました。そして、官能
基を付ける場所を変えるだけで、体内時計をゆっくり回して
いた分子が体内時計を早回しできることが分かり、"化学
すごいじゃん"と思ったのが、ITbM で経験した最初の融合
研究でした。
ご縁があって ITbMに参画したことで、それ
までやっていなかったことに挑戦する機会
を得て、それによって自分たちの「引き出し」
が増えました。新しいことに挑戦すると最初は
知らないことがたくさんあって大変な
こともありますが、新しいことを学ぶ
のは非常に楽しい営みです。

生命農学研究科・教授　吉村 崇

異分野融合の「楽しさ」は
どんな所だと思いますか？ QQ 先生が最初に取り組んだ

「融合研究」について教えて下さい！
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GTR に参画する各分野のトップランナーの教員が、
各研究領域の魅力と解決すべき課題を紹介する「GTR
シリーズ講義」をはじめ、高度な専門性と、異分野に
踏み出すための幅広い知識、これからの時代に博士
課程で学ぶべき実践的内容を扱った講義やセミナーを
提供しています。

多様な「Opp o r t u n i t y」を活かして、
自分の可能性を拓く

GT Rで得られる経験

サイエンスを楽しみ経験をともにする仲間に出会える
GT Rで得られるつながり

研究者としての視野を広げる
海外中長期派遣・企業派遣

GTR生が主体的に企画・運営するシンポジウムやワークショップ、
セミナー、講義などに対して、企画を審査した上で支援を行っています。

履修生自らの企画でプログラムをもっと面白く

院生企画

▲Zoomで実施したオンラインイベントの様子

異分野の研究テーマに触れ、研究科を越えた学生・教員・企業研究者と
意見交換する機会を通じて、融合研究の可能性を広げます。

GTRプログラムでは、学生のみなさんにたくさんの「opportunity」を提供します。GTRが提供する「opportunity」を主体的な
取り組みよって大いに活用し、自身の可能性を広げて下さい。プログラムでは、履修生の主体的な活動を奨励・応援しています。

GTRには、融合研究を通じて自身の研究を躍動感をもって発展させることにともに挑む学生・教員が、研究科を越えて集います。
また、GTRでは企業との連携を進め、社会と繋がった教育研究の機会を提供します。
異分野融合にチャレンジすることへのワクワク感を共有し、学びあえる仲間との出会い、学部や大学、組織、国を超えた、
たくさんの人との出会いがあります。GTRでの活動を通じて得られるネットワークは、みなさんの今後の財産になるはずです。

自分の既存の知識や物事を見る視野は限定的です。
いろんな面で、世界は広い。自分の知らない世界を知るこ
とで、自分ではできないと思っていたことが実はでき
る可能性があると気付くことができます。自分で限界
を作ってしまわず、若いうちに、思い切って飛び込ん
でしまえば、案外様々なことができるものです。ぜひ
このチャンスを活かして、自分の可能性を広げて下さい。

（生命農学研究科　吉村 崇・教授）

分野を超えたつながりを築く
異分野融合の可能性を広げるGTRの様々なイベント

D2・D1の上級生がオーガナイザーとなり、まだ GTRでの具体的な活動が少な
い下級生向けに、グループワーク企画「院生企画にZoom in！」を開催しました。
新型コロナウィルス感染症の影響で学生同士の交流機会が持てない状況の中、
GTRでの活動を一人一人がもっと楽しめるようになってほしい、という思いでイベント
を企画しました。GTRのような場を楽しむためには、何よりも「主体的に動くこと」
が大切です。今回は上級生が中心となり、下級生をエンカレッジするような形で
イベントを開催しましたが、上級生の姿を見て、後輩たちも、「自分たちもやりたい」
と思ってくれるような、相互作用できるような集団になっていけたらと思います。

（理学研究科　一期生）

国内外の融合研究先や国際学会、海外ワークショップなどへの派遣を支援し
ています。 海外派遣については、短期派遣だけでなく、6ヶ月以上の中長期
派遣により、本格的な国際共同研究に従事し、研究力を磨きます。

▲リトリート合宿での異分野融合提案コンテスト

リトリート合宿の異分野のメンバーとの議論では、バック
グラウンドの知識が違うと、物の捉え方が大きく異なること
を実感しました。他分野の人に自分の研究を説明する
際の、気付きを得られる経験でした。

（理学研究科　一期生）

GTRのイベントのポスター発表で、これまで接点の
なかった分野の人たちから意見をもらい、もしかすると
そちらの分野でも自分の研究を活かせるかもしれない、
と気付くことができました。

（創薬科学研究科　一期生）

▲成果報告会でのGTR生によるポスター発表

GTRシリーズ講義▶

▲スキルセミナー：
　ライティング講座

今学ぶべき多彩な講義
GTRカリキュラム

GTR には企業も参画し、企業研究者との交流の機会やセミナー、共同研究やインターンシップなど、企業との
コネクションを築くチャンスが多数あります。企業研究者との交流は、学生のみなさんのキャリアパスの形成
にも役立つはずです。

社会と繋がった教育・研究の機会を提供
企業との連携

北 弘志　コニカミノルタ株式会社技術フェロー・開発統括本部要素技術開発センター長

博士課程を修了した人材が持つ、知的好奇心の高さや、一つのサイエンスを博士論文という形で
自分の力でまとめ上げた経験は、企業において、新しいものを創り出すために必要な素地だと思
います。品質やコストだけで競争できる時代は終わり、新しい価値を「create」することが求めら
れる今日、社会の変化に応じて新しいものを積極的に吸収し、自分の力で切り拓くマインドを持った、
「自走してくれる人」が、今後、会社を支える人材だと考えています。
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